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ごみ収集体制及び分別区分の見直しについて 資料３

１ ごみ収集体制の見直し（ごみを収集する曜日や収集品目の見直し《いつ、何を収集するか》）

 (1)課題
• 令和6年度からプラスチック資源回収を開始したことに伴い、不燃物とビンの収集日を同じ日に変更したが、収集時に不燃物
とビンを同じ車両で回収する必要があり、処理施設での荷下ろし作業に負担が生じている。

• 不燃物とビンを同じ袋に入れて排出する事例があり、収集事業者による分別指導（警告シール貼付）や、ビュークリーンおく
えつでの再分別作業に負担が生じている。

• 一部の地区からは不燃物の排出量が多いことから、不燃物の収集回数を増やしてほしいとの要望が寄せられている。

 (2)今後の方向性
• 収集事業者やビュークリーンおくえつと協議を行い、収集作業への影響や市民の排出
しやすさを踏まえ、ごみの収集日や収集品目の組み合わせについて検討し、その結果
を「ごみカレンダー（令和9年度末全戸配布）」に反映する。

【実施年度】令和８～９年度

２ 分別区分の見直しについて（ごみの分け方や回収対象品目の見直し《何ごみとして出すか》）

 (1)課題
• プラスチック資源回収の開始から2年以上が経過したが、「何をプラスチック資源として出せるのか分かりにくい」との意見が
市民から寄せられている。回収量も想定を下回っており、分別ルールが十分に浸透していない状況である。

• 色付きペットボトルや輸入ビールびんなど、分別方法や処理方法が分かりにくい品目が増加している。

 (2)今後の方向性
• ビュークリーンおくえつや収集事業者などの関係者と協議を行い、プラスチック資源
の回収対象品目の拡大や分別基準の見直しについて検討する。

• 分別方法が分かりにくい品目について取扱いを整理し、分別ルールの明確化を図る。
• その結果を「ごみの分類と早見表（令和9年度末全戸配布） 」に反映する。
【実施年度】令和９年度



見直しに当たり、審議会委員の皆様のご意見を踏まえながら検討を進める。
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令和８年度 令和９年度

10～12月 １～３月 ４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

大野市廃棄物
減量等推進審
議会

その他

■令和８年度
 第２回審議会（２月）

■令和９年度
 第１回審議会

・収集体制の見直し（素案）の確認
・現行の「分類と早見表」の問題点
の意見収集

・前年度の取組状況等の報告
・収集体制の見直し（案）の提示

■収集体制の見直しに
 向けた意見聴取
（収集事業者）

分別区分の見直しについての協議
（大野・勝山地区広域行政事務組合WG）

■「ごみの分類
と早見表」
 全戸配布

■「ごみカレン
ダー」全戸配布

■区長説明

■広報おおのへ
の特集記事掲載

※現時点でのスケジュール案であり、変更となる場合があります。

ごみ収集体制及び分別区分の見直しについて

●スケジュール案


